
 

 

 
 

2024年（令和6年）11月17日（日）、神奈川放友会

創立17周年の記念日に「会員懇親会」を桜木町ワシン

トンホテル5F「ダイニング＆バー ベイサイドで開催

しました。 

 当日、18年目に向けた「よくぞ続いた放友会、これか

らどうする？」と題して参加者からの近況報告と提言等

をお聞きしました。活発な近況報告と提言で話が進み、

予定していた時間がすぐに過ぎてしまいました。出席し

た皆様有り難うございました、又このような機会を提案

いたします。 

 神奈川放友会の創立は、2007年（平成19年）11月17

日です。当時の技師会は、同年の4月 14日（土）に「先

輩技師と熟年技師との情報交換会」を開催、技師会への

意見、退職者会の発足等について意見が出されました。   

同年 5月28日（月）「神奈川放友会」発起人会議を開

催、設立の確認等と発起人代表を小松崎眞一氏に決定し

ました。 

同年 9月 12日（水）第 2回「神奈川放友会」発起人

会議開催し設立総会の開催と日程、役員の推薦等、総会

議題等決めました。 

そして、2007年（平成19年）11月 17日（土）神奈 

川県放射線技師会創立 60 周年記念式典が横浜エクセル

ホテル東急にて行われた同日に放友会が創立しました。 

創立当時の役員は、 
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          で活動をスタートさせました。 

この間の活動の節目には、 

創立10周年記念式典を2017年（平成29年）11月 11

日（土）横浜中華街「ペキンカオヤーテン」で開催、「神

奈川放友会10年の歩み」を発行しました。創立15周年

2022年（令和4年）には、「創立15周年 記念誌」を発

行しました。 

 活動は、会員の情報交換と懇親会の開催。大磯「旧島 

崎藤村邸」等の見学会・JAXA宇宙科学研究所と相模原 

市立博物館見学等が開催しました。 

 2011年（平成23年）3月 11日に未曾有の東日本大 

震災が発生しました。東京電力福島第一原子力発電所は 

翌日の12日と14日に、水素爆発やメルトダウンを起こ 

し原子力発電所の大事故になりました。事故後、放射線 

について正しく理解するための専門書が多く発行され、 

新聞・テレビ報道でも放射線の危険やその解説が盛んに 

報道されました。放友会会員は診療放射線技師であり、 

放射線についての知識を有しています。東京電力福島第 

一原子力発電所の事故が国民に不安を与えることを理解 

し、放友会の目的である「社会に貢献」することから、 

「食と放射線」の冊子を編集、事故後の2012年（平成 

24年）9月15日に副読本として発行、その後2冊発行 

しました。この活動を契機に東京電力福島第一原子力発 

電所の廃炉作業の見学、NUMO（原子力発電環境整備機 

 

 

 

構）学習支援事業に参加し、原子力発電使用済燃料の地 

層処分についての学習をしてきました。 

令和 5年度総会で、15年間就任していた長谷川会長が退 

任し、会長に中村 豊氏が就任、副会長には橘 亨・小嶋  

昌光氏が就任しました。長谷川 武 氏は名誉会長に就任 

しました。新しい体制で創立 20周年を目指し神奈川放 

友会活動がスタートしました。 

早速、令和 5年 12月開催の「市民公開講演会」によ

る「原子力発電の高レベル放射性廃棄物 」地層処分の現

状について、を開催いたしました。又、今年度は、東濃

地科学センターの見学と第2回「講演と音楽の集い」を

開催しました。そして、今年の神奈川放友会の活動は地

域散策・懇親会の開催・Newsletterの発行・ホームペー

ジ「憩いの館」開設で会員の親睦、情報公開等を行って

います。 

最近は新型コロナの流行の影響により、活動が

NUMO 学習支援事業に少し偏りすぎていますが、原発

の使用済燃料地層処分について知り、広報することは、

重要な事と思っています。NUMO の広報を担当してい

る日本原子力文化財団からは評価を得ており、第2回「講

演と音楽の集い」の運営に相当な支援を得ています。 

今回の参加者 12 名のうち、現役として働いている会

員・NPO活動を立上げ活動・町内会活動を重視・全国飛

び回り講演等積極的に活躍している人達から、医療人と

しての診療放射線技師の改革、これからの放友会に対す

る具体的発言がありました。その内容は、 

・職域の拡大問題、働き方改革、など大いに発信すべき。 

・会員拡大に向けて、現役の方に放友会活動を知っても

らうため「Newsletter」を放射線技師会員に発送する。 

・退職した会員はどのような活動をしているかを知り、

具体策を考える。  等でした。 

 要約した内容に関係することが、神奈川放友会「構想

委員会」福田利雄委員長が実施した「2020 年 1 月実施

の神奈川県放射線友の会活動に関するアンケート調査」

に報告されています。（ホームページに掲載されています

ので、是非読んでください。） 
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